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１．報告書の提出について 

Ａ１ 札幌市内で産業廃棄物を排出し、マニフェストを交付した事業者が対象です。 

※ 札幌市外で発生した産業廃棄物については、下記の各自治体の産業廃棄物担当部

局へお問合せください。 

Ａ２ 電子マニフェストを使用した場合は、報告する必要はありません。 

（紙マニフェストを併用している場合） 

電子マニフェストを使用した事業者も、紙マニフェストを用いて産業廃棄物の処理

を行った場合は、交付した紙マニフェストの分については報告する必要があります。 

Ａ３ 運搬のみを自ら行い、処分を他人に委託したものについては、報告書の提出が必要

です。この場合、報告書の「運搬受託者の氏名又は名称」の欄は『自己運搬』と記入

して下さい。（記入方法参照） 

ただし、運搬・処分ともに自ら行ったものについては、マニフェストの交付の必要

がないため、報告する必要はありません。 

Ｑ３ 自己運搬したものについても、報告する必要がありますか？ 

Ｑ２ 電子マニフェストを使用した場合も、報告する必要がありますか？ 

Ｑ１ 提出対象者は誰ですか？ 

北海道内の産業廃棄物担当部局

北 海 道 
〒060-8588  札幌市中央区北３条西６丁目（道庁本館 12 階） 

環境生活部環境局循環型社会推進課産業廃棄物グループ 
        ℡ 011-204-5199（直通） Fax 011-232-4970 

石 狩 支 庁
〒060-8558  札幌市中央区北３条西７丁目（道庁別館４階） 

地域振興部環境生活課地域環境係 
℡ 011-204-5823（直通） Fax 011-232-1156 

後 志 支 庁

〒044-8588 虻田郡倶知安町北１条東２丁目（合同庁舎３階） 

      地域振興部環境生活課地域環境係 

        ℡ 0136-23-1352（直通） Fax 0136-22-5835 

函 館 市 
〒040-0034  函館市大森町２１番１２号（シャトーム大森１階） 

環境部環境対策課産業廃棄物対策担当 
℡0138-85-8324 (直通） Fax 0138-85-8279 

旭 川 市 
〒070-8525  旭川市６条通９丁目４６番地（総合庁舎８階） 

環境部廃棄物対策課産業廃棄物係 
℡ 0166-25-6369（直通） Fax 0166-29-3977 
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Ｑ４ 専ら再生利用の目的となる廃棄物（専ら物）のみを扱う業者に産業廃棄物を引き渡 

したものについても報告する必要がありますか？ 

Ａ４ 専
もっぱ

ら物のみを再生目的で扱う業者に処理を委託する場合は、マニフェストの交付義

務がありませんので、報告する必要はありません。 

Ａ５ 提出期限が過ぎた場合でも、報告する必要があります。

また、提出しない場合は、報告するよう勧告する場合があります。勧告に従わない

場合には、その旨を公表する場合があります。公表後、なおも正当な理由がなく勧告

に係る措置をとっていただけない場合は、勧告に係る措置をとることを命じる場合が

あります。（廃棄物処理法第１２条の６） 

   上記の命令に違反した場合は、６ヶ月以上の懲役又は５０万円以下の罰金に処せら

れます。（廃棄物処理法第２９条第１２号） 

Ａ６ マニフェストを添付する必要はありません。 

   ただし、記載事項の確認の為、マニフェストや契約書の写しの提出を求めることが

あります。 

Ａ７ 報告書の提出は、郵送、持参、ＦＡＸ、電子メール（sanpai_houkoku@city.sapporo.jp） 

により提出してください。

   なお、受付印を押印した控えが必要な方は、下記へ報告書を２部持参するか、郵送

の場合は報告書２部と返信用封筒（切手を貼ったもの）を同封の上、提出してくださ

い。 

Ａ８ 毎年６月３０日までです。前年の４月１日から、その年の３月３１日までの１年間

に交付したマニフェストについて、報告することになります。 

Ｑ４ 専
もっぱ

ら再生利用の目的となる廃棄物（専
もっぱ

ら物）のみを扱う業者に産業廃棄物を引き渡

したものについても報告する必要がありますか？ 

提出先

〒060-8611 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所本庁舎１３階北側

環境局環境事業部 事業廃棄物課

℡011-211-2927 Fax011-218-5105 

Ｑ７ 報告書はどのように提出するのですか？ 

Ｑ６ 報告書には、マニフェストを添付する必要がありますか？ 

Ｑ５ 報告書を提出しない、又は提出期限が過ぎてしまった場合、どうすればいいですか？

また、罰則等はありますか？ 

Ｑ８ 報告書の受付期間はいつまでですか？ 
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２．報告書の入手方法について 

Ａ９ 札幌市役所ホームページの『申請書・届出書ダウンロードサービス』に掲載してお

ります。次の手順でダウンロードしてください。 

（ダウンロードできる書類） 

 ①産業廃棄物管理票交付等状況報告書 

②産業廃棄物管理票交付等状況報告書（記載例） 

③廃棄物分類一覧（換算係数入り） 

 ④日本標準産業大・中分類一覧 

 ⑤産業廃棄物管理票交付等状況報告書に関するＱ＆Ａ 

尚、インターネットを利用できない方は、お手数ですが、下記窓口にてお求めくだ

さい。 

※ 札幌市外で発生した産業廃棄物については、所管する自治体の産業廃棄物関係の

担当部局（Ｑ１の表参照）へお問合せください。 

札幌市中央区北１条西２丁目

札幌市役所 本庁舎１３階北側 事業廃棄物課

℡011-211-2927 

Ｑ９ 報告書の様式はどこで入手できますか？ 

①札幌市役所ＨＰトップを開く

②申請書・ダウンロードサービスをクリック

③「キーワード検索」欄に『産業廃棄物』と入力して検索

⑤申請書・記載例等を一式ダウンロードしてください

④「産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況年間 

報告書」をクリック
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３．報告書の記載について 

Ａ１０ 札幌市役所ホームページに、報告書の様式と一緒に、記載例（ダウンロード方法

はＱ９）を掲載しておりますので、必ず記載例をよく読み、内容を確認して報告書

を作成してください。 

Ｑ１１ 法人の場合、報告者は会社の代表者でなければならないのか？支店長名などでは

だめなのか？ 

Ａ１１ 原則として、本社代表者が報告者となります。 

   ただし、権限委譲等がなされている事業者については、各支店長名での提出も可能

です。 

Ａ１２ 札幌市では特に求めていませんが、各事業者の判断に委ねるものとします。 

Ａ１３ 排出事業場ごとに報告書を取りまとめることが原則です。 

    各支店及び営業所等で、産業廃棄物を排出し処理業者へ引き渡している場合は、

各支店及び営業所単位で報告書を取りまとめる必要があります。 

Ａ１４ 建設業については、現場ごとではなく、各工事現場を取りまとめている各支店及

び営業所ごとに取りまとめて報告してください。 

Ａ１５ 排出事業者の業種について、記載してください。 

 日本標準産業分類の中分類の名称を記載してください。 

札幌市役所ホームページの『申請書・届出書ダウンロードサービス』に、報告書

の様式と一緒に、『日本標準産業大・中分類一覧』（※）を掲載しております。（ダ

ウンロード方法はＱ９へ） 

（※）詳細は、総務省のホームページをご覧ください。 

http://www.stat.go.jp/index/seido/sangyo/19index.htm 

Ｑ１３ 本店のほかに、支店がある場合は、法人として１つに取りまとめて報告してよいで

すか？

Ｑ１１ 法人の場合、報告者は会社の代表者でなければならないのですか？支店長名などで

はだめですか？ 

Ｑ１５ 「業種」の欄には、何を記載するのですか。

Ｑ１４ 建設工事現場のように、市内に産業廃棄物を排出した事業場が複数ある場合も、事

業場ごとに提出するのですか？ 

Ｑ１２ 社印、代表者印は必要ですか？ 

Ｑ１０ どのように記載するのですか？ 
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Ａ１６ 『廃棄物分類一覧』（ダウンロード方法はＱ９へ）にある大分類の名称を記載して

ください。大分類に該当するものがなく、中分類・小分類に該当するものであれば、

その名称を記載してください。 

    複数の種類の産業廃棄物から構成されているものは、具体的な名称とともに、構

成されている産業廃棄物の種類を記載してください。（下記記載例参照） 

     （記載例） 

排出物 報告書への記載方法 

パソコン パソコン（廃プラスチック類、金属くず） 

蛍光灯 蛍光灯（金属くず、ガラスくず） 

乾電池 乾電池（汚泥、金属くず） 

    また、特別管理産業廃棄物の場合は、その旨を記入し産業廃棄物と分けて記載し

てください。 

Ａ１７ 初めから分別されているものを排出する場合は、たとえ運搬先が同じであっても、

その産業廃棄物の種類ごとに複数枚のマニフェストを交付する必要があるので、

日々の運用を見直してください。 

Ａ１８ 『廃棄物分類一覧』にある換算係数（ダウンロード方法はＱ９へ）を参考にして、

報告書に記載してください。 

（例）感染性廃棄物５００ℓの場合 

      ５００ℓ × ０．００１（１㎥＝１０００ℓのため） ＝ ０．５㎥  

⇒０．５㎥ × 換算係数０．３０ｔ／㎥ ＝ ０．１５ｔ 

Ｑ１６ 産業廃棄物の種類は、どのように記載するのですか？

Ｑ１７ 複数の産業廃棄物を分別して排出しているにもかかわらず、１枚のマニフェス

トに、産業廃棄物の種類欄に複数チェックし、産業廃棄物が排出されている場合はどの

ように報告書に記載するのですか？

Ｑ１８ 産業廃棄物の排出量の単位をどのようにｔ（トン）へ換算するのですか？
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Ａ１９ 各事業者で管理している有効数字で報告していただいて構いませんが、最小値は

小数点第３位（０．００１ｔ＝１㎏まで）として報告してください。 

    なお、排出量が１㎏未満の場合は、排出量に関わらず、「０．００１ｔ」と記入し

ても構いません。 

※ 記入の際には、小数点を「．（ピリオド）」として、位取り「，（コンマ）」と混 

同することのないように、数値を十分確認の上記載してください。 

Ａ２０ マニフェストの「運搬先の事業場」欄に記載されている住所を記載してください。 

※ 運搬受託者や処分受託者の事務所の所在地を記載するものではありません。 

Ａ２１ 通常であれば、運搬先と処分場所の住所は同一ですので、その場合は処分場所の

住所を記載する必要はありません。 

Ａ２２ 報告書の欄を２段使用し、上段に第１区間を、下段に第２区間を記入してくださ

い。また、上段の「運搬先住所」には積替え保管場所を記入してください。（記入方

法参照） 

Ａ２３ 許可番号は、委託契約書に添付されている許可証の写しに記載されています。 

Ａ２４ 収集運搬の部分については、マニフェストの交付が必要になるので、報告する必

要があります。 

   「処分受託者の氏名又は名称」の欄に「売却」と記入してください。また、売却さ

れたことを明確化するために買取業者名も記載してください。（記入方法参照） 

Ｑ１９ 排出量（ｔ）は小数点以下第何位まで記入するのですか？

Ｑ２０ 運搬先住所とは、どこの住所を記載するのですか？

Ｑ２２ 区間を区切って委託した（積替え保管をした）場合は、どのように記載するのです

か？

Ｑ２３ 収集運搬業者と処分業者の許可番号がわかりません。どこでわかりますか？

Ｑ２１ 運搬先と処分場の住所が同じ場合はどのように記載するのですか？

Ｑ２４ 産業廃棄物として収集運搬したものを、運搬先で売却された場合も報告する必要が

ありますか？
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Ａ２５ 中間処理を経て最終処分される場合は、中間処理場の住所を記載してください。

最終処分場へ直送する場合は、最終処分場の住所を記載してください。 

    ただし、Ｑ２１にあるとおり、運搬先と処分場所の住所が同一の場合は、記載す

る必要はありません。 

Ａ２６ マニフェストを交付して、処理を委託しているのであれば、報告の対象となりま

す。この場合、「報告者」は中間処理業者名が該当します。 

Ｑ２５ 処分場所の住所は、中間処理場、それとも最終処分場の住所ですか？

Ｑ２６ 中間処理業者が行う中間処理産業廃棄物の処理についても、報告する必要がありま

すか？
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４．実際の記入方法について 

記入に際しては、産業廃棄物管理票（マニフェスト）を参考に、記載してください。 

①～⑧の番号については、マニフェスト報告書の記載例にある対象箇所を示しています。 
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様式第３号（第８条の２７関係）                        （第１面）
産業廃棄物管理票交付等状況報告書（平成○○年度）

平成○○年△△月××日
札 幌 市 長  殿

報告者    ○○建設 
住 所    札幌市○○区○○条○○丁目○○番○○号 
氏 名    代表取締役 札幌 太郎 
（法人にあっては本店・支店所在地、名称及び代表者の役職並びに氏名） 
電話番号   011-000-0000 
担当者 札幌 一郎 （所属）環境管理部 （連絡先℡）011-111-1111 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき、平成○○年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

事業場の名称 ○○建設 札幌支店 業種 建設業 

事業場の所在地 札幌市××区××条××丁目×番×号 電話番号 011-000-0000

番
号

産業廃棄物の
種類

排出量
（ｔ）

管理票の
交付枚数

運搬受託者の
許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者の
許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

１ 10 05100****** 05120****** 

２ 廃プラスチック類 5t 1 05100****** ××企業㈱ 函館市○○町○番地 05320****** ××企業㈱  

３
廃プラスチック類 

20t 5 05100****** △△運輸㈱ 小樽市○○町○番地 05320****** ××企業㈱  

４ 燃え殻 5t 1 05100****** ××企業㈱ 札幌市○○区○○番地  山口処理場 

５ 廃プラスチック類 0.5t 1  自己運搬 函館市○○町○番地 05120****** ××企業㈱  

備考
１ この報告書は、前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。
２ 同一の都道府県（政令市）の区域内に、設置が短期間であり、又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には、これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。
３ 産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。
４ 業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。
５ 運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等が含まれる場合は、「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに、

各事項について石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等に係るものを明らかにすること。
６ 処分場所の住所は、運搬先の住所と同じである場合には記入する必要はないこと。
７ 区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には、区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。
８ 排出量の単位を体積、容積又は個数でマニフェストを交付した場合は、別紙の換算表により、重量に換算し記載すること。
９ 中間処理業者は、1次マニフェストの分と2次マニフェストの分を分けて報告書を作成すること。

同じ種類でも運搬受託

者、処分受託者が異なる

場合は分けて記載して

ください。 

記載不備等がありました

ら御連絡させていただき

ますので、担当者の連絡先

等を記載してください。 

提出する年度を記

載してください。 

書ききれない場合は、第 2面へ。

自己運搬した場合は許可不要

のため、記載不要。 

市の処理施設の場合

は記載不要。

運搬先と同じ場合は
記載不要

営業所、支店ごとにまとめて提出

してください。 

委託した運搬業者の

札幌市の許可番号を

記載してください。 

日本標準産業分類を参考に

業種を記載してください。 

（第２面）

番
号

産業廃棄物の
種類

排出量
（ｔ）

管理票の
交付枚数

運搬受託者の
許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者の
許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

６ 廃プラスチック類 20t 5 

05100****** △△運輸㈱ 小樽市○○町○番地 

05320****** ××企業㈱ 函館市○○町○番地 

05100****** ××運輸㈱ 函館市○○町○番地 

 10t 05100****** △△運輸㈱ 小樽市○○町○番地 05320****** ××企業㈱  

がれき類 5t 
1 

05100****** ××運輸㈱ 函館市○○町○番地 05320****** ××企業㈱  

９
蛍光灯（金属くず、
ガラスくず） 

0.5t 1 05100****** △△運輸㈱ 函館市○○町○番地 05120****** ××企業㈱  

10 建設系混合廃棄物
（木くず、紙くず） 

5t 5 05100****** △△運輸㈱ 江別市△△町△番地 05120****** □□工業㈱  

11 木くず 20t 
5 

05100****** △△運輸㈱ 札幌市△△区△△町△番地 05120****** ××企業㈱  

12 繊維くず 20t 5 05100****** △△運輸㈱ 札幌市△△区△△町△番地 05120****** ××企業㈱  

13 金属くず 5t 1 05100****** □□産業㈱ 札幌市××区××町×番地  
売却 

△△工業㈱ 

備考
１ この報告書は、前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。
２ 同一の都道府県（政令市）の区域内に、設置が短期間であり、又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には、これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。
３ 産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。
４ 業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。
５ 運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等が含まれる場合は、「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに、

各事項について石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等に係るものを明らかにすること。
６ 処分場所の住所は、運搬先の住所と同じである場合には記入する必要はないこと。
７ 区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には、区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。
８ 排出量の単位を体積、容積、個数、台数等でマニフェストを交付した場合は、別紙の換算表により、重量に換算し記載すること。
９ 中間処理業者は、1次マニフェストの分と2次マニフェストの分を分けて報告書を作成すること。

積替え保管場所 １区間目の運搬業者 

処分先で売却された場

合の記載方法です。 

２区間目の運搬業者 

積替え保管が行われた

場合の記載方法です。 

混合廃棄物の場合の記載

方法です。 

 マニフェスト報告書記載例（ダウンロードの方法はＱ９へ） 


